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圏
六 面体 メ ッ シ ュ 自動生成技術の 現状 と課題

片　岡 朗
＊

　ABSTRACT 　Hexahedral　mesh 　generation　technology 　is　uscd 　for　creating 　CAE 　models 　of．　structura ］，crash 　and 　fiuid

analyses 　in　product　design．　Generally，　the 　hexahedra］mesh 　model 　obt ロins　the　accurate 　analysisresults 　in　small 　mesh

elements ．　The　number 　of 　elements 　corresponds 　to　the　analytical 　computation 　time ．　In　order 　to　make 　the　hexahedral　mesh

models 　automatically ，　we 　developed　the　3D −CAD 　co 巳pled　CAE 　system 〔CADAS ）and 　automatic 　hcxahedral　mesh 　gen−

eration　techn ⊂｝logy．　It　aims 　to　produce　the 　mesh 　model 　fronl　the　CAD 　m   del　directly、　As　well 　as　tbe　automatic 　mesh

generation　technique ，　the　CADAS 　has　CAD 　tihape 　simplification　and 　cleaning 「unctions 　to　get　the　accurate 　ana ］ysis

resultin 　shorter 　time．　In　this　paper ，　we 　intr〔Dduce 　t量le　CADAS 　system 　and 　automa しiG　hexahedral　mesh 　generation 　technol一

ogy ・

1，　 は じめ に

　製造業 に お い て は，三次元 CAD （Cemputer　Aided

Design ）を 中心 と して 数値解析 シ ミュ レ
ー

シ ョ ン を中心

と し た CAE （Computer 　Aided 　Engineering ）や CAM

（Computer　Aided　Manufacturing）な どデ ジ タ ル エ ン ジニ

ア リ ン グ を活用 し た もの づ くりや設計環境が 整い つ つ

あ る ）・1／．デ ジ タ ル 設計環 境 下 で は，製 品 競争 力 の 強化

の ため，製品の 設計 開発 の ス ピードァ ッ プ が 必須 と

な っ て きて い る
コ・41］．こ れ ら の 状 況 の 下 ，製品開発 にお

け る CAE 活用状況 に も変化が 出 て き て い る．従 来，数

値解析 シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン は，解析 の 専門家 に よ っ て行

わ れ ，製 品設 計 の 最終段階 に お ける 性能確認の ため や

不 具合発生時 の 原因調査 に使 わ れ る こ とが多か っ た，

近年 で は，製品設計開発 の ス ピードア ッ プの た め，設

計者 自身が 開発設計 プ ロ セ ス の F い 段階で の 性能確認

や 新 設 副 の 事前検剖 に CAE を適 用 して い る．しか しな

が ら，CAE の 適用 に 当た っ て は，解析 ツ
ー

ル の 使用 方

法や 解析結 果 の 評価方法 な ど，様 々 な ノ ウハ ウ を必要

とす る ．設計者 の CAE 適用 を推進す る た め に は，自動

メ ッ シ ャ
ー

をは じめ とす る 解析 ッ
ー

ル の 高度化，及び

そ れ を使 い こ な す た め の 支援 ツ
ー

ル の 開発 が 重 要 と

な っ て い る．

　我 々 は，製品開発 に お け る CAE 業務 の 自動化 を 目的

と して，三 次元 CAD の デ
ー

タ か ら直接解析 メ ッ シ ュ を

Status　und 　Prohlern　of　Hexahedra1　Autorm　atie　Mesh 　Gencration

Technology ．　By 　I【
・hiro　Kataoka（Mcchanical　Engineefing　Re −

searchLaboratory ，　Hitachi，　Ltd．）．

杖株）日立製作所 機械研 究所

自動生 成 で きる 三次元 CAD 連携CAE シス テ ム の 開発

を 行 っ て い る ．本 シ ス テ ム の 特徴と し て，自動 メ ッ

シ ュ 生成技術があ り，そ の 中で 特 に 六 面体 メ ッ シ ュ 自

動 生 成技術 の 開発 に 力 を 入 れ て い る．六 面体 メ ッ シ ュ

は ，少 な い 要素数で 精度良い 解析結果 が得られ る ため，

構造解析や 流体解析 に 広 く用 い られ て い る
气17）．た だ，

一
般 に 六面体 メ ッ シ ュ モ デ ル を作 成 す る た め に は ， 前

処 理 と し て 対話的 に 形状 の 分 割等，モ デ ル 編集作業が

必要 とな吃 モ デ ル 作成時問の 軽減が 求 め ら れ て い る ．

こ の ため，六面体 メ ッ シ ュ 自動 牛 成技術，及び精度 よ

い 解析結果 を短時間で 得 ら れ る よ うに CAD デ
ー

タ を

解析 モ デ ル に変換す る た め の 解析 モ デ ル 化機能 の 開発

を行 っ て い る．本稿 で は，三次元 CAD 連携 CAE シ ス

テ ム とそ の コ ア 技術 で あ る ，六面体 メ ッ シ ュ 自動生成

技術 の 概要 につ い て 説明す る．

2． 三 次元 CAD 連 携 CAE シス テ ム

　 2．1　 シス テ ム の 概要

　設計者 の CAE 活用推 進 に 当 た っ て は，　 CAD と の 連

携 が 必 須 で あ る．三 次元CAD で 作 成 した 設 計 デ
ータ を

CAE に利用す る こ とで
，
CAE 業務 の 効率向上 を図 る こ

とが で きる．最近，ほ とん どの CAE シ ス テ ム が 三次元

CAD デ ータ を 入力 と して 利用 で きる よ うに な っ て い

る．図 1に 弊社 で 開発を行 っ て い る 三 次元 CADICAE 連

携 シ ス テ ム の シ ス テ ム 構成図 を示す．本 シ ス テ ム は，

解 析 メ ッ シ ュ の 自動 生 成機能 と，三 次元CAD データ に

対して効率よ く解析計算が行 える モ デ ル に 変換 す る た

め の ，解析 モ デ ル 化機能を備えて い る．本 シ ス テ ム は，

ソ リ ッ ドモ デ ル に対 し て ，四 而体 メ ッ シ ュ と 六 面体
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図 1　三次 元 CAD 連携 CAE シ ス テ ム 図 2　エ ン ジ ン ブ ロ ッ ク の 六 IAi体 メ ッ シ ュ

メ ッ シ ュ ，シ ェ ル モ デ ル に 関 して は，四 角形 メ ッ シ ュ

と三 角形 メ ッ シ ュ を 自動生 成 で きる．以 ド， 設計者 の

CAE 利用 の キ
ー

とな る自動 メ ッ シ ュ 生 成技術 と解析 モ

デ ル 化 技術 につ い て 説 明 す る，

　 2．2　自動メ ッ シ ュ 生成技術

　 ソ リ ッ ドモ デ ル に対す る メ ッ シ ュ 生 成 に つ い て 説明

す る ．設 計 者 が 強 度 解析 な ど の CAE を行 う際 に は ，
メ ッ シ ュ の 自動生 成 に 主 眼が 置 か れ る た め

，
ソ リ ッ ド

モ デ ル に関 して は 四面体 メ ッ シ ュ を用い る こ とが多い ．
一

方物理 現 象 を詳細 に 把握す る た め の CAE に お い て

は，解析 す る 物理 現象や 使用す る ソ ル バ の 特性 に応 じ

て，四 面 体 メ ッ シ ュ と六面休 メ ッ シ ュ を使 い 分け て い

る．六 而体 メ ッ シ ュ は
， 少 ない 要素数 で 精度 よい 解析

が 行 え る とい う利点があ り， 大規模流体解析や精度の

要求 され る接触，大変形な どの 非線形解析 に広 く利用

され て い る ．しか しなが ら，六 面体 メ ッ シ ュ の 自動生

成 に 関 して ，研究 は数多 くなされ て い る が，確立 され

た 手法 は ない
S −12 ，．

　著者 ら は
， 写像法 をベ ース と した 六 面体 メ ッ シ ュ 自

動生 成手法 の 開発 を行 っ て い る 13：1。写像法は，解析対

象の 形状 モ デ ル を認識モ デ ル と呼ぶ 近似形状 に変換し，

認識 モ デ ル を直交格子に分割後，こ の 格子 を形状 モ デ

ル に写像 し六面体 メ ッ シ ュ を生 成 す る手法で あ る，こ

こ で 形状 モ デ ル を認 識 モ デ ル に 変換す る技術 を，形状

認識技術 と呼 ぶ ．形状認識技術 に よ り，メ ッ シ こ L 生 成

の 前処理 として 行 う于作業（ブ ロ ッ ク分割作業）を低減

で きる ．

　本 メ ッ シ ュ 生 成過 程 に お い て ，写像 モ デ ル の 形状 は
，

生成 され る メ ッ シ ュ の パ ター
ン と粗密 を規定 す る．そ

こ で 写像 モ デ ル の 形状 を対話的 に 変更す る こ とに よ り，

ユ ーザ の ニ ーズ に 合わ せ て 自由 に 解析 メ ッ シ ュ の パ

タ
ー

ン や メ ッ シ ュ 数 を コ ン トロ ー
ル で きる対話型 メ ッ

シ ュ 制御機能を搭載して い る ．図 2 に 本技術 に よ り作

成 した エ ン ジ ン ブ ロ ッ ク モ デ ル の 六面体 メ ッ シ ュ を示

す．要素数は 59052，節点数 は 87632 節点 で あ る，

　 2．3 解析 モ デル 化機能

　 前記 の よ うに三次元 CAD と CAD ！CAE 連携 シ ス テ ム

の 普及 に よ り，設計者 の CAE 活用 が 容易 に 行える よ う

に な っ て きて い る，しか し三 次元 CAD の デ
ー

タ そ の ま

まCAE に 利用 す る場合，次 の よ うな問題点がある．

（1｝製 品形 状 を詳細表現 して い る た め，小 さな穴形状

　　や フ ィ レ ッ トを含ん で い る，小 さ な形状 が 存在す

　　る と，解析 メ ッ シ ュ 数 の 増大 に つ なが り，解析時

　　間の 増大 を招 く，

  設計者の 意図 しな い 微小 な 形状 の 存在 に よ り歪 ん

　　だ メ ッ シ ュ が 生成 され
， 解析結果 に悪影響を及 ぼ

　　す．こ れが解析結果評価 の 妨げ とな る．

　従来，こ れ らの 問題点 を解消す る た め に，設 計者 は

三 次元 CAD で 解析上重要 で ない 部位 の 穴 や フ ィ レ ッ

トを抑制す る，微小形状 の チ ェ ッ ク を行 い ，微小 な形

状 を対話的 に 編集す る と い っ た 作業を行 っ て い た．こ

れらの 形状編集作業をこ こ で は，解析モ デ ル化作業 と

呼 ぶ．近年で は，設計 者の 作業の 負担を軽減する た め

に ，解析 モ デ ル 化作業 を自動 また は 半1
「
i動 で 行 う解 析

モ デ ル 化機能を有す る CAE シス テ ム も増 えて き て い

る ．以 下 に解析 モ デ ル 化機能 の 例 を示 す ，

　 （1） 形状 ク 1丿一ニ ン グ機能 14・1

　設計者が 入 力 した寸法以下 の微小形状 を 自動的 に検

索 し，形状 から削除す る機能 で ある，幅 の 狭い 面（ナ

ロ ーフ ェ
ース ）の 存在 に よ りア ス ペ ク ト比 が 悪 い メ ッ

シ ュ が 生 成 され た場合，形状 ク リーニ ン グ機能 に よ り，

微小 エ ッ ジを削除する．

　 ア ス ペ ク ト比 は，最大要素辺 長 さ／ 最小要素辺長 さで

定義され る メ ッ シ ュ 品質の 指標で あり，小 さい ほ うが
一

般的に 品質よい メ ッ シ ュ で あ る，本機能に よ り微小 エ ッ

ジ を削 除 し，ア ス ペ ク ト比 の 高い 要素を軽減す る ．

一 10 一 シ ミ ュ レ
ー
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　（2） 形状簡略化機能 15・

　設計者が 入力し た 寸法値以 ドの，小 さ な穴や フ ィ

レ ッ トを臼動的 に削除 す る機能．図 3 は，磁気 デ ィ ス

ク の 部品の 振動解析 に 形状簡略化機能を適 用 した 事例

で あ る ．小 さ な 穴や フ ィ レ ッ トの削除 に よ F）　，解析

メ ッ シ ュ 数の 低減，解析計算 も含め た解析作業時間を

890 分 か ら 325 分 へ 短縮 した．

3．　 六 面体 メ ッ シ ュ 自動生成技術

　3．1 六 面体 メ ッ シ ュ 生成技術 の 現状

　先 に 述べ た よ うに，六 面体 メ ッ シ ュ 自動生 成 技術 で

は，形状 モ デ ル か ら認識 モ デ ル
・
写像モ デ ル を作成 し，

写像 モ デ ル か ら六面休 メ ッ シ ュ を作成す るが ，現状 で

は 形状 モ デ ル の 位相情報 よ り，認識モ デ ル が 作成 で き

ず，六 面体 メ ッ シ ュ が 生 成 不可 とな る場合 が あ る．こ

の 理由 と して は，形状 モ デ ル の 面 ・稜線 の 情報 の み で

は，どの よ うな認識モ デ ル を作成すれ ば よい か 分 か ら

ず認識不可 と な る 場合が 挙げ ら れ る ．こ の 課題 を解決

する 力法 と して ，特徴形状抽出型六面体 メ ッ シ ュ 生成

技術，テ ン プ レ
ート型六面体 メ ッ シ ュ 生 成技術 を 開発

し て い る ，次節 で は，こ れ らの 機能 に つ い て 説明す る．

　 3．2　特徴形状抽出型六面体 メ ッ シュ 生成技術

　図4 は，六面体 メ ッ シ ュ 牛 成 プ ロ セ ス を示 して い る．

三 次 元 CAD 連携 CAE シ ス テ ム 上 で 六面体 メ ッ シ ュ の

自動生成率 を上げる た め の
，新技術を開発 して い る

16 ：．

形状 モ デ ル が持つ 面 ・稜線 の 情報か ら，認識 モ デ ル を

作成 しよ う とす る と，稜線 の x，y，　z 軸方向割当て が 定

まらず，認識モ デ ル 作成不 11∫と なる こ とがある ，その

た め，六面体 メ ッ シ ュ モ デ ル を牛成す るた め に ，形状

モ デ ル か ら形状面上 に 三 角形 メ ッ シ ュ を作成 し，
一
三角

形メ ッ シ ュ 要素辺 を特徴形状線 として 抽出した後 ， 認

識モ デ ル を作成す る．メ ッ シ ュ 要素辺 を特徴形状線 と

して 用 意す る こ と に よ り，認識モ デ ル を作成す る た め

の 情報 が 増え，認識モ デ ル 自動生成率 の 向上 に繋がる．

　続 い て ，認識 モ デ ル か ら写像 モ デ ル を生成 し，その

後六 面体 メ ッ シ ュ モ デ ル を生成す る．三角形 メ ッ シ ュ

モ デ ル か ら認識 モ デ ル へ の 作成 で は，r 角形 メ ッ シ ュ

而 グ ル ープが x．y，z 軸 そ れ ぞ れ と成す角度 か ら
， 認識

モ デ ル の 面 を x，y，z い ず れ の 軸 に 属す れ ば よい か計算

す る．認識 モ デ ル に 対 して 要素分割 を行 い ，写像 モ デ

ル を作成 した後，形 状 モ デ ル へ 写像し，六 面体 メ ッ

シ ュ モ デ ル を生 成す る．

　本 ア ル ゴ リ ズ ム を以下 に 示す．

STEP1 ：解析対象の 形 状 モ デ ル （図 4 〔a））に対 し，表面

　 に 三角形 メ ッ シ ュ を生 成 した
．
1角形 メ ッ シ ニ L モ デ ル

　 （図 4（b））を生成す る，

STEP2 ：煮 角形 メ ッ シ ュ モ デ ル の 表面を構成 す る三 角

　形 メ ッ シ ュ の 境界線か ら，認識 モ デ ル の 生成に必要

　 な線（特徴線）を抽出 した特徴形状 モ デ ル （図4 （c））を

　 生 成 す る、ま た特徴線で 区切 ら れ る三 角形群 を特徴

　面，特徴線 の 交点を特徴点 と呼ぶ ．

STEP3 ：特徴形状 モ デ ル に 基 づ き，認識モ デ ル （図 4

　 （di）を 生成す る，

STEP4 ：認識 モ デ ル を格子 に 分割した 写像 モ デ ル （図 4

　 （e ））を 牛 成 す る．

STEP5 ：写像 モ デ ル の 格子点 をバ ウ ン ダ リフ ィ ッ ト法

　 で 形状 モ デ ル に写像 し，六面体 メ ッ シ ュ （図 4（f））を

　 生 成す る．

　認識モ デ ル 作成 に お い て ，三 角形 メ ッ シ J ．面 の 割当

方向 を調整す る こ と に よ り，認識 モ デ ル の 形状 を修 正

して ，歪 み の 少な い メ ッ シ ュ モ デ ル を生 成 させ る．図

5 は
，

三 角形 メ ッ シ ュ 面 グ ル
ープ の 方向割当処理 イ

メ
ージ を示 した もの で あ る．三 角形 メ ッ シ ュ 而 グ ル

ー

プ に 対 して ，面 グ ル
ープ の 割当方向 を x，y，z 軸 い ず れ

か に 割 り当 て 認識モ デ ル 作成す る．

　本手法 を機械構造部品へ 適用 した結果 を図 6に示す．

形状分割作業 を省略 し，自動的 に 六面体 メ ッ シ ュ を 生

成する こ とが可能 とな っ た．メ ッ シ ュ 生成時間は，3分

聾 雛
夢鋤躍
図 3　磁気 デ ィ ス ク部 品 へ の 形状 簡略化機 能適用事例
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図 4　六面体 メ ッ シ ュ 自動生 成技術の 処 琿 プ ロ セ ス
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み
】
ッチ面ゲル

ープ：＋ z方 向

ハ ッチ面 ゲル
ー
フ ＋ y 方向

ハ ッチ面グル
ープ ＋ x 方向

図 5　 r 角形 バ ッ チ而 方向割 当処理

図 6 機 械構造 部品へ の 特 徴形状抽 出機能適用事例

で あ る．

　 3．3 パ ラ メ
ー

タ解析向け テ ン プ レ
ー

ト技術

　六 面体 メ ッ シ ュ 自動 生 成技術 で は，実製品 モ デ ル の

よ うな 形状が 複雑 な モ デ ル に 対 して
，

メ ッ シ ュ 生 成 不

可 と な る 場合 が あ る ．メ ッ シ ュ 生成不 口∫時 に は，従来

は形状 を分割す る，等の ノ ウハ ウ が必要 な対話的処理

を行 っ て い た ．こ の た め ，最終的 に 生成 さ れ る メ ッ

シ ュ の 質も作業者 の 熟練度 に よ っ て 大 きく異 な る とい

う問題があ っ た．

　そ の ため，既作成の メ ッ シ ュ を雛型 （テ ン プ レート）と

して 用 い る こ とに よ り，テ ン プ レートと同様の メ ッ

シ ュ 数，メ ッ シ ュ 並びを有す る メ ッ シ ュ を自動生成す

る技術 を開発 して い る LE：．しか し，テ ン プ レートの 適用

範囲は CAD モ デ ル 形状 の トポ ロ ジーが 大幅に変化 しな

い よ うな ・亅
』
法変更 に 限 ら れ，トポ ロ ジーが 変化する と

テ ン プ レ ートを用 い る こ とが で きな い ，その た め，著者

らは 三角形メ ッ シ ュ を用 い て テ ン プ レートと 同様，熟

練者 が作成する ような 品質の 良い メ ッ シ ュ を自動 生 成

可能な メ ッ シ ュ ベ ース テ ン プ レ ー
ト技術 を開発 した IX・1，

　図 7は，テ ン プ レ
ート六 面体 自動 メ ッ シ ュ 生 成技術

の 処 理 手順 を示 した も の で あ る ，ハ ッ チ ン グ で 示す処

理 は，従来 の テ ン プ レ
ート六 面体 メ ッ シ ュ 自動 生 成技

術 か らの 変更点で あ る．以 下，変更部位 を 中心 に 各処

理 詳細 を説明す る．

　 （1） 特徴稜線 の 抽 出

　 三角形 メ ッ シ ュ モ デ ル の 表面 を構成す る三 角形 メ ッ

シ ュ の 境界線か ら，認識モ デ ル の 生 成 に 必要な線 （特徴

稜線）を抽出 した 特徴形状モ デ ル を生成す る，

　 （2） 形状 の 対応付 け

　．
∠角形 メ ッ シ ュ か ら抽出 した 特徴形状 とテ ン プ レ

ー

図 7 　テ ン プ レ ート型 メ ッ シ ヱ 牛 成 フ ロ
ー

チ ャ
ート

トから抽出 した特徴形状 の 形状要素（点 ・線 ・面）の 対

応付け を実施す る ．基準 と なる 点（x ，y，　z 座標が最小 と

な る 点）を三 角形 メ ッ シ ュ と テ ン プ レ
ー

トの 両 モ デ ル で

検索 し， 両 モ デ ル の 基準点 よ り同
一

順番 に検索 され る

点 と点，線 と線，面 と面 を準 じ対応付け，最後 に境界

が 等 しい 面 を対応付 け る ．形 状 の 対応 関係を 三角形

メ ッ シ ュ とテ ン プレ
ー

トそ れ ぞ れ の 点 ・線 ・面番号で

位相対応表 に保存す る こ とで，テ ン プ レ
ー

トにあ る ど

の 節点を三角形 メ ッ シ ュ モ デ ル へ 移動 させ れ ばよい か

を決定す る．

　 （3） メ ッ シ ュ 移動

　位相対応表を用 い て，テ ン プ レートの メ ッ シ ュ を構

成する節点を三 角形 メ ッ シ ュ モ デ ル の 点 ・線 ・
面上 に

移動させ る．テ ン プ レートの メ ッ シ ュ 要素 は，位相対

応 表の 点
・
線

・
面
・ボ リ ュ

ーム の 順番 で 三 角形 メ ッ シ ュ

モ デ ル へ 移動させ る．線上 に節点を配 置 す る 際，テ ン

プ レ
ートで 線上 に 乗 っ て い る節点 の 配置間隔の 比 と 同

じ よ うに 三 角形 メ ッ シ ュ モ デ ル の 特徴稜線 トに マ ッ ピ

ン グ す る．線 Hの 点 を配置 し た あ と，線 に 近 い 節点か

ら順番に 面 ヒの 節点を三角形 メ ッ シ ュ モ デ ル ヒに 配置

す る，線 に近 い 点か ら線形補 間を行 い
， 続 い て面上節

点の 移動量
・
移動方向 を求 め，全 て の 面上 節点 の 位置

を計算す る．最後 に ボ リ ュ
ーム 内の 節点 の 移動量 ・移

動方向を 計算す る 面上 節点 の 移動 と同様 に 行 う．線 ヒ

節点 ・面 上 節点 に近 い 点か ら移動量 ・移動方向を求め

て い く，

　 コ ネ ク テ ィ ン グ ロ ッ ドモ デ ル の 構造解析用六 面体

メ ッ シ ュ 牛 成 に 開発技術 を適用 し，効果を検証 した．

図 8 は ，コ ネク テ ィ ン グ ロ ッ ドの 三 角形 メ ッ シ ュ モ デ

ル （a ）に 対 して，テ ン プ レ
ー

ト（b＞を用 い て，六 面体

メ ッ シ ュ （c ）を生成 した
一

例で あ る．

　三 角形 メ ッ シ ュ モ デ ル （図 8（a））は，テ ン プ レ
ー

トの
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難
軒．
感

六面体テンプレート

） 

）a〔

〉

C

図 8　コ ネク テ ィ ン グロ ッ ドモ デ ル へ の テ ン プ レ
ー

ト適用例

突起部が削除され た モ デ ル で あ り， 拡大図で 表示 した

部分 の 形状が異なる，コ ネ ケテ ィ ン グ ロ ッ ドの 三 角形

メ ッ シ ュ モ デ ル を 入 力 と し
，

テ ン プ レ
ートの 六 面体

メ ッ シ ュ を移動 させ る こ とで
，
三 角形 メ ッ シ ュ モ デ ル

に対 して も六面体 メ ッ シ ュ を自動的 に 生 成 で きた，生

成 し た メ ッ シ ュ は ，変更部位以 外 に つ い て テ ン プ レ
ー

ト六 面体 メ ッ シ ュ と同様 の 品質（要素内角 150度以．．Lの

要素 ：7％，ス トレ ッ チ 0、4 以 下 の 要素 ：4％）を有する

こ と を確認 した．

　 3．4　六 面 体 メ ッ シュ 生成技術 の 課題

　 六 面体 メ ッ シ ュ 生成技術 の 自動牛 成率 の 向上 ，生 成

した 六 面体．メ ッ シ ュ の 品質制御 が 今後取 り組 むべ き課

題 で あ る．白動生成率につ い て は，現在 六面体 メ ッ

シ ュ モ デ ル の 生成前 に形状 モ デ ル か ら特徴形状を部分

的 に分割 した後，六 面体メ ッ シ ュ モ デ ル を作成 し最後

に接合す る 手法の 自動化 の 開発 ・検討 を行 っ て い る．

メ ッ シ ュ 生成 前処 理 と して，ボ IJ
ユ
ー

ム 分割，モ デ ル

の 姿勢制御 を行う技術，表而 パ ッ チ 而割当方向修正 技

術 を開発 中 で あ る L9／．また，生成 し た メ ッ シ ュ の 品質

制御に つ い て も，形状分割技術，リ フ ァ イン 技術 につ

い て 開発を進 め て い る．

4．　 ま とめ

　本稿 で は，製品設計開発 にお け る自動 メ ッ シ ュ 生成

技術適用 へ の取り組み として ，三次元CADICAE 連携

シ ス テ ム の 機能，及 び六 面体 メ ッ シ ュ 自動生成技術を

紹介 し，現状 と 課題 に つ い て 説明 した ．六 面体 メ ッ

シ ュ を含む，自動メ ッ シ ュ に代表され る CAE 技術 の高

度化，及 び支援技術 の 確立 が，設 計者の CAE 活用 に必

須 で あ る と考 え る、今後 と も，CAE 技術 の 向上，また

CAE ツ
ー

ル の 有効活用 に向けた 支援技術 の 完成度向上

を図 り，社内外へ の もの づ くりに貢献 して い きたい ．
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